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            	                    [image: 仲良くおやすみ、食いしん坊ワルの寅次郎と寝顔にいつもドッキリなお茶々🥹🐯🙀✨#はなぺちゃねこ]



        
    



    
        
            
            	                    [image: 都会でも郊外でも、健やかなるときも病めるときも、私たちをいつも祝福してくれている 日本じゅうの桜に感謝🌸🌸🌸🌸🌸🌸]



        
    



    
        
            日本武道館60周年記念の月刊『武道』
            
	                
	            	                    [image: 日本武道館60周年記念の月刊『武道』4月号表紙には2007年の国際弓道連盟設立記念大会の様子を描きました。意外にも最近？の設立ですね🌈  ちょうど中面グラビアページ「武道人の肖像」が、弓道家として有名なGODIVA ジャパンのジェローム・シュシャン氏で、表紙に描いた国際弓道連盟の鴨川乃武幸初代会長による「矢渡し」のポージングと重なり、編集部の狙いどおり？になりました♪  余談ですが、ある年日本武道館の鏡開き式で隣席ご一緒したシュシャン氏に、連載で描いた弓聖阿波研造の挿絵を額装してサプライズでお贈りしたら、後日GODIVAの巨大なチョコレートボックスが届けられ😮サプライズ倍返し？みたくもったいなく、チョコホリックには夢のような出来事でした✨✨リャドロでは、兜の少年像をお造りになったり、シュシャン氏は正真正銘の武道家でいらっしゃいますね🌈  #国際弓道連盟  #国際弓道  #国際弓道大会 #弓道 #弓道家 #弓道大会 #ジェロームシュシャン   #武道 #武士道 #武士道精神 #日本武道館60周年 #日本武道館教育文化部出版広報課 #日本武道館での各道行事を振り返る #日本武道館60周年記念特別企画 #月刊武道表紙絵 #中村麻美伝えたい日本のこころ]



        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: 今月のエム・ケー本社訪問は、早春恒例、企業カレンダー2025の打ち合わせでした。来年の12ヶ月のお花のラインナップにも工夫を重ねて参ります。「人のように花を描き、花のようにひとを描き」、2012年から描かせていただいているMKカレンダー、今年も花追い人の季節がスタートします。  写真は三月を飾った源平桃🍑、関東一円産業用地開発事業で社会に貢献するエム・ケー株式会社さまのエントランスには、ご開発地域青梅市命名由来の「平将門誓いの梅」、日独バイリンガル絵本も✨帰りにフローリストで出会ったカラーの切り花と寅次郎、白い花は白い用紙のカレンダーには難しい画題🌈  さてさて、今朝の春の嵐から急に晴れてきて、、、来週は何処の桜もいっきに開花🌸ですね。皆さま楽しいお花見シーズンをお迎えください。  #MKカレンダー #エムケー株式会社  #ともにまちづくりを  #企業カレンダー #花のカレンダー #源平桃 #花桃 #平将門 #青梅市 #将門誓いの梅 #中村麻美伝えたい日本のこころ]



        
    



    
        
            
            	                    [image: ちょっとひと休みとらじろ動画の時間です 今日も邪魔邪魔してたら、眠くなったの巻🐯  #エキゾも辛いよ寅次郎 #寅次郎は吉田松陰寅次郎から #寅さんも吉田松陰寅次郎から #最近寅の時間が少ない🐯💢❗️ #エキゾチック猫]



        
    



    
        
            【伝えたい日本のこころ】令和6年3月
            
	                
	            	                    [image: 【伝えたい日本のこころ】令和6年3月号 日本武道館60周年特別企画 〜日本武道館での各道行事を振り返る②  「国際親善剣道大会」   　1９６7（昭和42）年10月、開館3周年を迎えた日本武道館で、皇太子同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、国際親善剣道大会が開催されました。剣道海外普及の嚆矢となる記念すべき大会です。  　日本武道館で初となる世界大会開催の背景には、米国の森寅雄範士が大谷一雄全日本剣道連盟副会長・理事長と会談し、世界に普及し始めた剣道のさらなる世界的普及を見据えた立案がありました。  　大会には日本、米国など11カ国と二つの地域（ハワイ・沖縄）から13団体・剣士百十余人が参加。試合は全参加者の個人試合、団体優勝戦が行われ、団体の決勝戦で日本は台湾を４対１で破り、優勝しました。また、持田盛二十段と森寅雄範士による日本剣道形と笹森順造・石田和外両氏による一刀流の形の模範演武は、内外の剣士に深い感銘を与えたといいます。翌日の会議には９ヶ国の代表が出席、国際剣道連盟の結成と世界大会を日本で開催することが決議されます。  　１９７０（昭和45）年4月、17団体（15ヶ国と二つの地域）の代表が出席して、国際剣道連盟が設立すると、日本武道館で皇太子両殿下をお迎えし、第１回世界剣道選手権大会が華々しく開催されました。  　２０１８（平成30）年には第17回世界剣道選手権大会が韓国で開催され、56団体（52ヶ国・４地域）が参加。そして今年（２０２４）は、７月にイタリア・ミラノで第19回世界剣道選手権大会が６年ぶりに開催され、世界中の剣道愛好家たちが心技を競い合います。  よろしければ、プロフィールリンクの日本武道館ウェブサイト、 (https://www.nipponbudokan.or.jp/shupan/back)より、 月刊『武道』バックナンバーもご覧下さい！2007年から毎月、表紙絵を描いています🌈 目標は日本武道館100周年です☺  #剣道 #国際剣道連盟 #日本武道館 #国際親善大会 #kendo  #剣道家 #全日本剣道連盟   #武道 #武士道 #武士道精神 #日本武道館60周年 #日本武道館教育文化部出版広報課 #日本武道館での各道行事を振り返る #日本武道館60周年記念特別企画 #月刊武道表紙絵 #中村麻美伝えたい日本のこころ]



        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: みなさんこんにちは！ まだまだ寒い毎日ですが、お変わりありませんか？我が家は今、大転換期！私はややふらふらになっておりますが、大好きな仕事には気持ちを切り替え、全身全霊、うやうやしくまごころを捧げていきたいとつとめるばかりの毎日です✨  日本武道館60周年特別企画〜日本武道館での各道行事を振り返るの第二弾、2月には1967年、日本武道館で初めて開催された剣道の国際大会、国際親善剣道大会をお描きしました。   1960年代頃、世界の多くの地域で剣道に対する関心が高まり、愛好者によるクラブ活動が活発になっていたそうです。そのような時に、米国に剣道を広めた森寅雄範士が大谷一雄全日本剣道連盟副会長・理事長と会談し、剣道の国際的普及を目指して国際親善大会を実施することを約束しました。   そして、1967（昭和42）年10月4日、皇太子殿下・妃殿下および浩宮殿下の御臨席を仰ぎ、開館3周年を迎えた日本武道館で、国際親善剣道大会が開催されます。日本、アメリカなど11カ国と二つの地域（ハワイ・沖縄）から13団体・剣士百十余人が参加し、義足の剣士やアメリカの女性剣士などが活躍、大変話題を呼んだようです。   台湾の選手は白い道着での参加、日本対台湾の決勝シーンを描きました！さて、勝敗はいかに⁉︎  剣聖の姿もお描きしたり、長年、日本武道館で拝見してきた剣道家たちの演武や勇姿、士魂あふれるご表情を思い描きながら、作画に励みました。  アトリエのあまりの寒さに温かな日差しのダイニングで進めた日もあり、猫さんたちも少し手伝って？くれたのでした🐯😺  #剣道 #日本武道館 #国際親善大会 #kendo  #剣道家 #剣道連盟  #武道 #武士道 #武士道精神 #日本武道館60周年 #日本武道館での各道行事を振り返る #日本武道館60周年記念特別企画 #月刊武道表紙絵 #中村麻美伝えたい日本のこころ]



        
    



    
        
            
            
	                
	            	                    [image: 三連休最終日には、藤原紀香さん、高島礼子さん、剛力彩芽さんの舞台「メイジ・ザ・キャッツアイ」にお伺いしました✨明治座150周年記念公演ファイナル！とっても楽しかったです〜💙  時は明治。東京の夜を騒がせるのは、麗しき女泥棒・キャッツアイ、その正体は喫茶猫目を営む、来生 瞳（藤原紀香）・泪（高島礼子）・愛（剛力彩芽）の三姉妹だったーーというわくわくドキドキのストーリー、北条司さんの原作コミックが昔、大ヒットしましたね。私たちも家族で奪いあって読んでいました！杏里さんの歌も大流行しましたね〜✨  12日夜の部を観劇、豪華なアフターイベント、トークショーもあった日で、紀香さんの生のお声が聞けたり、大変嬉しい一日でした😊  とにかく美しい紀香さんの大迫力の宙乗りの演出！さすがの京言葉の「のりやっこ」ちゃん！待ってました！胸踊るキャッツアイ歌謡ショー、艶々の高島礼子さんの泪姉、男装の麗人✨剛力彩芽さんのダンスや猫ポーズ🥰本当にお二人もぴったりのハマり役！豪華で楽しい演出の数々に見惚れるばかり、笑ったりじんわりしたり、会場が愛とパワーに包まれるエネルギッシュな元気になれる舞台でした！見せ方のいろいろな工夫には、制作サイドの方々のお人柄や現場のチームワークや楽しい空気もさりげなく漂っていて、それも素晴らしかったです✨  トークショーでは、「今、何か欲しいものは？」の質問に、「動物のことばがわかる翻訳機」とおっしゃって、優しい紀香さん✨  紀香さんとは、その昔、彼女がミス日本グランプリを受賞された頃、オーストラリア西豪州パースへの副賞旅行にご一緒したことがあり、その後もミス日本コンテスト事務局からご活躍の様子をお聞きしながら、いつも母のような気持ちで陰ながら応援してきました。ミス日本創始者和田静郎先生たちと一緒に歩いたキングスパーク、インド洋に落ちる夕日、コアラちゃんやワイルドフラワー、楽しい眩しい思い出がいっぱい✨神戸市出身の紀香さんは、阪神淡路大震災を機に社会貢献活動にも注力していらっしゃり、どんな仕事をするにしても、人間力ある人でいたいとコメントしていらっしゃいます  優しくてあったかくて、才能美貌に加えて大変な努力家で、ガッツや正義感があり、ますます気愛に満ちていかれる、ミス日本ファミリー皆の誇りの藤原紀香さん座長の舞台は、3月３日まで  紀香さんたち出演者のエネルギー、優秀なるスタッフさんたちによる華麗にして、ユーモアたっぷりの演出の数々、心温まる愛の物語、メイジ・ザ・キャッツアイ！ まだお席、わずかですがあるかもなご様子？ 是非是非、皆様もお出かけください。 アフターイベントのゲストもまた豪華😮です。私たちは一階席、花道そばで楽しみましたが、「宙乗り紀香」満喫には二階席がいいのかも？圧巻でした✨✨  紀香さんのお名前、出演者全員ののぼりタオルもマストです♪写真撮影には我が家のキャッツさんたちがなぜか寄ってきて😮  そして、ちくわやかまぼこ、チーズ、きうり、おノリのサンドイッチがすごーく美味でした！パンもふわふわ。また脚の不自由な家人へのアテンドもさすが明治座、行き届き安心できて、150周年の歴史にも感動の一日でした(近くの区営駐車場は10時に閉まってしまうので要注意です🙀)関係者の皆々さま、素晴らしい一日をありがとうございました!  私もいろいろなことがある中、おおいに勇気をいただきました！  #藤原紀香  #藤原紀香さん  #メイジザキャッツアイ  #明治座 #明治座150周年記念公演  @norika.fujiwara.official  @missjapanofficial]



        
    



    
        
            
            	                    [image: 2月4日、日本武道館で第47回日本古武道演武大会が開催されました。  今年はミス日本2024に輝かれたお二人にお運びいただきました🇯🇵 武道女子安井南さんと、スポーツウーマン石村彩華さん、古武道各流派の演武を楽しまれ、展示コーナーなどもご覧下さり✨みんなで武道館で国歌斉唱したこと、いい思い出になりますね。  礼儀正しく優しくて頼もしい、お二人のご活躍、お幸せを心からお祈りしています。  @missjapanofficial  @yasaiminami  ミス日本「水の天使」安井南 @ayaka_ismr  準ミス日本　石村彩華  #日本古武道演武大会2024 #第47回日本古武道演武大会 #古武道  #古武道ガール  #日本武道館 #ミス日本コンテスト #ミス日本水の天使  #準ミス日本  #中村麻美伝えたい日本のこころ  #陣中将軍図]
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画像の無断転載はお断りします。

使用ご希望の場合はお問い合わせ下さい。

二次使用のお申し込みを承ります。






			[image: 熊谷五右衛門義比とシーボルトのピアノ　中村麻美画]




熊谷五右衛門義比とシーボルトのピアノ

（絵本「希望のかがり火より）
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			[image: 中村麻美「伝えたい日本のこころ」 のカバー画像]
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					[image: 中村麻美「伝えたい日本のこころ」]



				

						

				            中村麻美「伝えたい日本のこころ」

				        							画家の中村麻美が、日本武道館発行月刊『武道』表紙絵「伝えたい日本にこころ」(2008〜　企画ならびに絵と文：中村麻美)でご紹介している、慈愛と叡智の物語を日本を愛する皆さんと分かち合う活動です。

						

		

	


	
	
					
				中村麻美「伝えたい日本のこころ」
				 
			

			
 1 month ago 

			

	
		[image: 中村麻美「伝えたい日本のこころ」]



	





	
		【伝えたい日本のこころ】令和6年3月号[image: ]日本武道館60周年特別企画[image: ]〜日本武道館での各道行事を振り返る②[image: ][image: ]日本武道館発行月刊『武道』表紙では、2月号から「日本武道館各道行事の名場面✨9種目」を毎月お描きしています✨[image: ]先月の「第一回世界空手道選手権大会」につづき、3月号は剣道です✨[image: ][image: ]「国際親善剣道大会」[image: ] [image: ]　1９６7（昭和42）年10月、開館3周年を迎えた日本武道館で、皇太子同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、国際親善剣道大会が開催されました。剣道海外普及の嚆矢となる記念すべき大会です。[image: ][image: ]　日本武道館で初となる世界大会開催の背景には、米国の森寅雄範士が大谷一雄全日本剣道連盟副会長・理事長と会談し、世界に普及し始めた剣道のさらなる世界的普及を見据えた立案がありました。[image: ][image: ]　大会には日本、米国など11カ国と二つの地域（ハワイ・沖縄）から13団体・剣士百十余人が参加。試合は全参加者の個人試合、団体優勝戦が行われ、団体の決勝戦で日本は台湾を４対１で破り、優勝しました。また、持田盛二十段と森寅雄範士による日本剣道形と笹森順造・石田和外両氏による一刀流の形の模範演武は、内外の剣士に深い感銘を与えたといいます。翌日の会議には９ヶ国の代表が出席、国際剣道連盟の結成と世界大会を日本で開催することが決議されます。[image: ] 　１９７０（昭和45）年4月、17団体（15ヶ国と二つの地域）の代表が出席して、国際剣道連盟が設立すると、日本武道館で皇太子両殿下をお迎えし、第１回世界剣道選手権大会が華々しく開催されました。[image: ] 　２０１８（平成30）年には第17回世界剣道選手権大会が韓国で開催され、56団体（52ヶ国・４地域）が参加。そして今年（２０２４）は、７月にイタリア・ミラノで第19回世界剣道選手権大会が６年ぶりに開催され、世界中の剣道愛好家たちが心技を競い合います。[image: ][image: ]よろしければ、プロフィールリンクの日本武道館ウェブサイト、[image: ](www.nipponbudokan.or.jp/shupan/back)より、[image: ]月刊『武道』バックナンバーもご覧下さい！2007年から毎月、表紙絵を描いています🌈目標は日本武道館100周年です☺			
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		1964年の東京オリンピックのために創建された日本武道館は今年、設立60周年㊗️✨おめでとうございます。[image: ][image: ]武道を愛好する人々の熱意、政府、財界並びに国民の総意による力強い支援によっての創建✨[image: ][image: ]建設は、天皇陛下の御下賜金のもと、国費と国民の浄財約20億円をもって、1963年(昭和38年)10月に着工、工事期間わずか12ヵ月、関係者の昼夜分たぬ尽力によって、1964年(昭和39年)9月、世界に誇る日本武道の大殿堂として完成しました。[image: ][image: ]同年10月3日、開館式の後には天皇皇后両陛下をお迎えして「演武始めの儀」が弓道、相撲、剣道、柔道の順で行われたとのこと、当時の様子を語ってくださった松永光日本武道館前会長のお話を年始より、思い出しています。[image: ][image: ]そこで日本武道館発行月刊『武道』表紙では、2月号から「日本武道館の名場面✨9種目」を毎月お描きして参ります✨[image: ]　[image: ]2月は1970年の「第一回空手世界大会」、日本武道館教育文化部出版広報課にご指導お力添えいただきながら、力を集めて頑張りました。[image: ]〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜[image: ][image: ]【伝えたい日本のこころ】[image: ]日本武道館60周年特別企画 [image: ]〜 日本武道館での各道行事を振り返る①[image: ][image: ]「第一回世界空手道選手権大会」[image: ][image: ]　１９７０年10月９日から５日間にわたって、第一回世界空手道選手権大会が日本武道館で開催されました。大会には33カ国193名が参加、うち30名が日本代表選手です。当時は形や女子競技はなく、男子団体戦と個人戦組手のみ、体重別もなく、メンホーも使用しませんでした。[image: ]　[image: ]  同10日、一万人近い観衆の中、日本武道館で団体戦が開催。陽流砲術の祝砲で始まり、形演武のほか、日本舞踊や詩吟も披露されました。　　　[image: ][image: ]　決勝は５チーム参加した日本チーム同士の戦いとなり、上位３位まで日本が独占します。[image: ]　また11日には、世界空手道連合（現・世界空手道連盟）結成会議が開かれ、参加国の代表全会一致で決議し、世界的発展を視野に入れた第一回大会は閉幕しました。[image: ][image: ]　それから半世紀後の２０２１年８月５日〜７日、同じく日本武道館において、東京２０２０大会、オリンピックの空手競技が初開催されます。男女の形競技、男女各３階級の組手競技に36の国と地域から81名が参加。日本は３種目で金、銀、銅の三つのメダルを獲得、男子形で金、女子形で銀、男子組手75kg超級で銅メダル獲得、国別メダル獲得数トップでしたが、８種目32個のメダルを20の国と地域で分け合いました。[image: ][image: ]　これは、空手道が今やKARATEとして世界的に発展した証。そして、同大会全試合を通して[image: ]貫かれた、選手たちのフェアで真摯な精神におおいに賞賛が集まる記念すべき大会となりました。[image: ][image: ]　昔も今も、世界じゅうの多くの武道愛好者たちの熱戦には、日本のこころ、武士道のこころが強く息づき、大切に継承されています。[image: ][image: ]「空手に先手なし」　[image: ][image: ]　これは、実際の戦いにおいて、絶対に先に手を出すなと言う意味だけではなく、自ら争いの元を作ってはならず、出来る限り争いを避けなければならないという意味です。剣術でも、剣はむやみに抜くものではない、とよくいいますね。[image: ] しかし、手は出さずとも心構えは常に「先に先に」といかなければならないと、松濤館空手の船越義珍先生はおっしゃっています。[image: ][image: ]　武道の鍛錬を通して手を取りあい、争いのない、豊かな未来を築いていくために、日本武道館発人間形成の道"武道"が、社会に貢献し続けていくこと、これからも期待しています🌈[image: ]次回は剣道、です✨[image: ][image: ]www.nipponbudokan.or.jp/shupan/budou			
	... もっと見る表示を減らす





	
		写真	


	
					View on Facebook
							
									·
								Share
				
											
							
							Facebook でシェア
						
											
							
							Twitter でシェア
						
											
							
							LinkedIn でシェア
						
											
							
							メールでシェア
						
									

			

			

	





	
	
					
				中村麻美「伝えたい日本のこころ」
				 
			

			
 2 months ago 

			

	
		[image: 中村麻美「伝えたい日本のこころ」]



	





	
		公益財団法人日本武道館発行月刊『武道』令和6年一月号[image: ]「小太郎と母龍の伝説」[image: ][image: ]  昔々のこと、長野県の松本の安曇平のあたりは、山々から流れ落ちてくる水をたたえた湖でした。その湖には犀龍が住んでおり、東の池に住む白竜王との間に男の子が生まれました。日光泉小太郎と名付けられた男の子は、放光寺山（今の松本市城山）で立派に成長します。しかし、母の犀龍は自分の姿を恥ずかしく思い、湖の底に隠れてしまいました。[image: ]　小太郎は、恋しい母の行方を尋ね回り、尾入沢というところでやっと再会をはたします。すると、母の犀龍は小太郎にこう語りました。「小太郎や、私は諏訪大明神の化身、氏子を栄えさせるためにつかわされました。おまえと一緒にこの湖をつきやぶって水を海に落とし、人の住める豊かな平地をつくるのです。さあ、私の背中に乗りなさい」。小太郎は、犀龍の背中に乗りました。そして、二人は体当たりで巨岩を突き破り、下流の水内の橋の下の岩山をうち砕き、千曲川から日本海にいたる川筋をつくってめぐりました。[image: ]　[image: ]　体当たりによって傷だらけになった母龍と小太郎は、その後、どこへともなく姿を消したということです。[image: ][image: ]　こうして、母と息子の力によって湖だったところに安曇平の広大な土地が生まれ、人々の暮らしは豊かになりました。[image: ][image: ]　今でも、小太郎が母龍の背に乗った地を犀乗沢（さいのりざわ）、犀乗沢から千曲川と落ち合うところまでを犀川と呼び、小太郎と母龍の果敢な開拓伝説が大切に伝えられています。			
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		みなさん、おはようございます。[image: ]今日はクリスマス🎄☺️ですね。各地、イルミネーションやツリーがとても綺麗です。さて、クリスマスといえば、奇跡、です✨[image: ][image: ]まみの絵からは、真言宗の開祖、空海のミラクルのお話を✨✨今年は、弘法大師空海の生誕1250年の記念イヤーなのです。仏教、神道、儒教、キリスト教、日本にはおおらかな豊かな信仰文化、柔らかな和の精神伝統があり、誇らしいことですね。[image: ][image: ]さて、弘法大師、お大師さまは小さい頃、真魚(まお)さま、と呼ばれていました。[image: ][image: ]不思議な伝説をたくさんもつ弘法大師・真魚さまの伝説の中から、私が描こうと選んだのは、この、「捨身ヶ嶽伝説」、天女も登場する、名場面です。　　[image: ][image: ]なんだか、力が湧いてくるような、それぞれの文化背景、宗教を越えて誰にも思いあたるような、尊いインスピレーションを与えてくれる豊かな物語だと思うのですが、いかがでしょうか✨✨[image: ][image: ]月刊『武道』伝えたい日本のこころ」[image: ]令和5年12月号[image: ] [image: ]弘法大師空海　捨身ヶ嶽伝説[image: ] [image: ]　平安時代初期の僧で、真言宗の開祖・弘法大師こと、空海（７７４〜８３５年）の伝説です。[image: ]　奈良時代の末、空海は讃岐国（現・香川県）に生まれました。幼名を真魚といい、幼い頃から聡明で、桓武天皇の皇子の教育係を務めた伯父の阿刀大足（あとのおおたり）から漢語や儒教を学びました。また、幼い頃から、仏にまつわる不思議な体験を重ねたと伝えられています。[image: ]　７歳のとき、近隣の捨身ヶ嶽（しゃしんがだけ）に上り、「大きくなったら、世の中の困っている人々をお救いしたい。私にその力があるならば、命を長らえさせてください」と誓願を立て、谷底めがけて飛び降ります。すると、どこからともなく、眩い天女が現れ、真魚をしっかりと受け止めたといいます。真魚は大変喜んで、ますます勉学に励みました。[image: ]やがて、都に上り学問をすすめるうちに、「人々を助けるには、出世のための学びでなく、仏教が必要」と考え、大学を中退、僧の道を選びます。[image: ]　[image: ]そして厳しい修行ののち、遣唐使として唐で学び、帰国して真言密教の布教を始め、聖地・高野山（和歌山県伊都郡）を開いたのでした。[image: ][image: ]　今年は空海が生まれて１２５０年にあたり、和歌山県高野山では、開祖の誕生を祝うとともに、現代の子どもたちが、健やかに賢く育つことを願う法会が執り行われています。			
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		伝えたい日本のこころ令和5年11月号[image: ]「熊谷五右衛門義比（くまやごえもんよしかず）とシーボルトのピアノ」[image: ][image: ]これは江戸時代後期、開国前の日本における萩藩の御用商人・熊谷五右衛門義比（くまや[image: ]ごえもん よしかず）とドイツ人医師フィリップ・フランツ・フォン・シーボルトの親交の[image: ]物語です。[image: ][image: ]義比（よしかず）は江戸や大阪の豪商と肩をならべる熊谷家の四代目に生まれ、藩の財政を支える一方、西洋の書籍や薬などを収集、また国の未来を担う蘭学者たちを支援していました。[image: ][image: ]1825 年、シーボルトの私塾・鳴滝塾の塾長・岡研介（おか けんかい）の紹介により、[image: ]義比は長崎のオランダ商館のドイツ人医師シーボルトの診察を受けます。治療に感心した[image: ]よしかずは、以後、鳴滝塾を支援するようになりました。義比とシーボルトは一歳違い、[image: ]進取の気性に富む豪商と博物学者でもある医師の間には稀なる友情が育まれたといいます。[image: ]1828 年、シーボルトは帰国の際、国禁の沿海図などを持ち出そうとしたことから、国外[image: ]追放となりますが、事件前、彼は義比に「ポルトピアン」という愛用の楽器を贈ってい[image: ]ました。[image: ][image: ]事件発覚後に届いた楽器は取り調べを受けたものの、無事熊谷家に到着。以後、大切に保存されていました。[image: ][image: ]時を経て 1955 年、萩の歴史研究家の熱意で熊谷家に眠っていた「ポルトピアン」が、日[image: ]本最古のピアノと判明。古い時代の英国製ボックスピアノの内部には、オランダ語で「我が友 クマヤへ 留別のために ドクトル・フォン・シーボルト 1828」とあり、今でもときおりコンサートが開催されると、歴史遺産の奏でるその美しい音色で多くの人々を魅了しています🌈[image: ][image: ]この作品は、萩市の熊谷家、熊谷美術館に寄贈させていただきました。幕末、激動の歴史の狭間の、偉人たちの友情、日本最古のピアノの調べに、思いを馳せてお描きしました🌈[image: ][image: ]#熊谷美術館[image: ]#シーボルトのピアノ[image: ]#熊谷家住宅 [image: ]#熊谷五右衛門義比 [image: ]#萩[image: ]#日独国交160周年 [image: ]#Siebold [image: ]#siebolds [image: ]#日本最古のピアノ[image: ]#シーボルト[image: ]#中村麻美伝えたい日本のこころ			
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